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1 ．は じめに

　近年 「キ レる」 を中心と した、生徒の 荒れ

る様 々 な現象が起 きて い る。それと前後す る

形 で小学校で の 「学級崩壊」 がメディ ア を通

して 問題提起 された 。 チ ャ イ ムが 鳴 っ て も教

室に入 らない 、授業中教室 内 をウロ ウロ して

い る 、 教師の 指示 に従わない など授業の 成立

して い ない 様子が報道 されて い る。 確か に 授

業中に 私語が多 く授業が中断 された り、先生

の 指示 に 従わない 、質問されて も答え ない 、

教室 を出 た り入 っ た りする生徒が増え授業が

しに く い 状 況 に な っ て い るこ とは事実 で あ

る 。

　 しか し、教師た ち によれ ば 、 報道され て い

る 「崩壊」 と い う言葉で 連想 され るほ ど授業

が荒れ て い るわけで もない と聞 く。 で は、教

師が 「授業がで きない 、困 難だ」 とい うの は

どの よ うな状況 をさすのだ ろ うか。

　そ こ で 、本調査で は 、 授業中の 生徒の 様子

や授業がで きない 体験など を教師に 尋ね ると

同時に報道 されて い るよ うな 「崩壊」 がどの

くらい あるの かや教師の悩み や努力 して い る

こ とな どか ら、授業がで きない 実態 とその 背

景 を明 らか しよ うと した もの で ある 。 分析で

は、　 「荒れ」 を 3 段階に 分け て とらえ る見方

を提示 し、数値 を通 してその 妥 当性 も検討 し

た。

2 ．調査対象 と方法

調査対象

　教師調査は東京都の教員名簿か らラ ン ダム

にサ ン プリン グ し、 各 2500 名を抽出 し、

直接郵送 し回答 を得た 。 有効サ ン プル 数は小

学校 520 名、中学校 569 名 、 合計 108

9 名、回収率は小学校 20 ． 896 、 中学校 2

2 ． 8 ％ で あ っ た 。 生徒調査は東京都 内の 中

学生 381 名、学校通 しの 質問紙調査 である

（表 1） 。

調査時期

　教師調査　 1999 年 2 月〜 3 月

　生徒調 査　 1999 年 7 月。

調査項 目

　教師調査は、自分の まわ りの 学校 で起こ っ

て い る 「学級 ・授業の 荒れ」の 割合、荒れ

て い る生徒の様子 と教師像、調査対象者自身

の 「荒れ」 の 体験、授業中の生徒の態度、教

師 として の 満足感、　「荒れ」の 原 因 と対応

策、教師の 悩み 、努力 して いる こ と、忙 し

さ 、 健康状態 とス トレ ス など 。

　生徒調査は授業中の 様子、授業中の 生徒の

態度や行動に 対する生徒 自身の 意識、　 「授業

が騒が し くて 中断され る」 割合 と中断 され る

教 師の イ メ ージ、学校内の 様子 、自己像、進

路な ど 。

表 1　サ ン プル 数

（人）

男性 女 性 合計

小学校 170347520教

師 中 学校 318249569

中学生 193188381
＊嬲1無記入　小学校敦師3名　中学校教師2名

3 ．調査結果

　本調査 で は 、　「学級崩壊 ・授業崩壊」 とい

う雷葉を避 けて 、　「学級 ・授業の 荒れ」 の 状
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況 を3 段階に 仮説 を立て た 。 なお、小学校は

「学級担任制 」 で あるか ら 「学級の 荒れ」 、

中学 では 「教科担任制」 で あるの で 「授業の

荒れ 」 と理 解 し、　 「学級 ・授業崩壊状況」 を

掘 り下 げるとに した 。

　第 1 段階は 「学級経営 ・授業が何 とな くう

くい か な い こ と を 仮 に 『学 級 ・授業 の 崩

れ』」 、第 2 段階は 「生徒の 気持ちが先生か

ら離 れ て し ま う こ と を 『学 級 ・授業の 乱

れ』」 、第 3 段階で は 「生徒が反発 し て 授業

が 成 り立 たない こ とを 『学級 ・授業のれ』」

と段階的に とらえ、 「荒れ」 の状態を探 っ て

い こ とに した。

　まず、表 2 は、　 「荒れ」 を客観的 に とえ る

た め、　「自分 の こ とで は ない が 、 自分の まわ

りの 学校で 授業がで きない 状態の 教師が だい

た い 何割 くらい い るか 」 自由記述 して も ら っ

た結果の平 均値で ある 。

　中学校で は 「何 とな く授業が うま くい か な

い 『授業の 崩れ 』」 、　 「生徒の 気持 ちが先生

か ら離れ る 『授業の乱れ』」 、　「生 徒が 反発

して 授業が成 り立たない 『授業の荒れ』」 が

み られる割合は、小学校の ほぼ 2 倍 とな っ て

お り、中学校 の 授 業が 困難な様子が伺 え る 。

表 2 まわ りの 先生 は 学級 ・授業の 荒れをどの く ら

　 　 い 体験 して い ると思うか x 小 学校 ・中掌校

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 （割）

小 学校 中学校

1．学級 ・授業の 崩れ 1．6 罰 3．1 割

（何となく学縁
・授桑がうまくいかない）

2．学級 ・授業の乱れ 1．32 ．5

（子どもの気持ちが先生から離れる）

3．学級 ・授業の 荒れ 0，81 ．4

（子ども
・生徒が反発して授業が成り立たない）

（平 均）

　で は、 「荒れ」 を起 こ して いる教師に は共

通 した特徴がある の だ ろ うか 。 『授業が で き

ない、学級が荒れ て い る』担任や教科担当の

特徴 的な傾向 を示 したのが表 3 である。表 は

省略 したが 、荒れて い るク ラ ス の 生徒で は 、

「ア メ ・ガム をこ っ そ り食べ て い る」 割合が

中学 56 ． 396 、小学校 35 ． 996 と目を引　　　　　　　　　　 　

く程度で ある。担任や 教科担任像で は、特 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

中学校で、　「生徒を叱 tiiない 亅　「社会性が な

い 」 「自分勝手 」 「ひ Lxiき した り不 公 平な扱

い をする」　「授業中、生徒が し ゃ べ っ て い て

も注意 しない 」　「何で もい い 加 減」 な教師が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

多 く指摘され、生徒の 気持ちを理解で きな い

1蠶 羆臨鵬
　 　 の 担任や 教科担当 x 小学校 ・中学校

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （％ ）

　 1
　 　 小掌 校

1て1あてはま1り瞞
　　 中学 校

とてもあて瞭 籾 とあて雌
る　 　　 る

34．9　 32．139 ．7　 29．5
i　 67，0129
，1　 29．5

　 69．239
．2　 30．8

11，．25al 。 ，

　 70．033
．1　 29、3

139・716
．6　 　 　 　2t6

　 62、432
．8　　29．6

［ 38，219
，5　 23，1

　 62．432
，3　 28、5

「 42・626
．5　 23，1

　 60．829
，B　 29、0

1　 49・615
．9　 34．3

　 58．825
，4　 37．3

、　 50．221
．4　 28．6

　 62．723
．0　 27．3

1．生 徒の 気持ち がわ か ら な
　 い

2．生 徒を 叱 れ ない

3．社会 性が ない

4，自分 勝手

5．ひ い きした り、不 公 平な
　 扱 い をす る

6．問題が お こ る と生徒の 責
　任す る

7．授業中、生徒が し ゃ べ っ

　て いて も注 意 しない

8．生徒 をあま りほ め ない

9．何 で も い い 加 減

1α 女 子 だ け、男 子 だ け 強 く

　叱 る
11．授業以 外の 仕事が 多く、
　自習 が 多い

12．き ま りに厳 しす ぎ る

13．ま じめ で熱 心 す ぎる

14，自由時間ばか りと る

15．忘れ物 をす る と厳 し く叱

　 る

16．運 動 が 苦手

17．宿題をた くさん 出す

1　 50．0
！

10．9　　18．8
　 50．320
．2　 25．8

1　 29．712
、9　 24．2

　 46，018
、4　　23．61

　 37．17
．2　 17，0

　 42，011
．2　　19．g

1　 24．21i8
、4　 23，1

　 3t18
，1　 17．1

1　 31．510
．4　 21．7

　 25．25
，0　　17．1

132 ・1
ト4，1　 16．8

　 22．13
．7　　14、3

…　 20・9
・3．2　 20，4

　 18．03
．1　　 11，41

　 23．613
．0　 10．5

　 14，52
、9　 　 7．0

1

　 13．5
．2．6　 11，9

　 9．90
．4　 　 5，4

114・5 5．8

　表 4 で は 、 調査対 象者 自身の 「授業の荒
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
れ」 体験を示 した 。 中学校で は 、 「何 とな く
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

授業が うま くい か ない 『授業の 崩れ』」 で

は、教師の 61 ． 796 が 「2 回 以上 ある」 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

答え て い る。次の 「生徒の気持ちが先生か ら

離れる 『授業の乱れ 』」 は 46 ． 996 、最 も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
深刻な 「生徒が反発 して 授業が 成 り立 たない
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『授業の荒れ』」 を 「2 回以上 」 体験 して い

る者は 17 ． 3 ％ 、　「1 度だけある」 を合わ

せ ると 26 ． O ％ 。 小学校 と比 較す る と 、

「崩れ」 や 「乱れ」 が 「2 回 以上 ある」 割合

は、中学校の 数値が大 き く上 回るが 、　「1 度

だ けあ る」 と答え た教師は小学校 に多い 。 こ

の こ とは中学校で はすで に長 くこ うした 「荒

れ 」 の 状態が あっ た こ と 、 小 学校で は、近

年、言われる よ うに 「荒れ」 が 急激に 出現 し

て い るこ とが推測 で きる。

表 4 　 掌 級 ・
授業 の 荒れ 体験 x 小 学校 ・中掌校

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （％ ）

1度もない 1度だけある   3回描 4・5酪るそれ臓 励

22，3　 　 1，8　　 0，8学級の 崩れ （小報）

授業の 崩れ （中物
阯 な（浸顛 ううまくいかない

36．430

．538

．7
＞

7．8
　 　 　 24，9
27．6　 　 8．7　 25．4

61，フ

7．5　 　 1，1　 　 0．4学級の 乱れ （小報）

授 業 の 乱 れ 　（中報）

生徒筋 持ち慨生から勲ている

67，542

，123

．5V11

．o
　 　 　 　 9．0
25．4　 　 8．4　 13，1

46．9

74．o8 ，78 ．9　 　 3．1　 　 5．3授 業 の 荒 れ （中報 ）
生讎 殿 して牒槭 り立たない 17．3

　次に 、授業 中の生徒の様子 か ら 「授業の荒

れ た 」 状況 を探 っ て み る。表 5 は 、 中学校の

教師が 自分の 授業中にみ られ る生徒の学習態

度や 行 動 （「よ く十 とき どき ある」 割合）と

「荒れ」 の 3 段階 「授業の 崩れ」 「授業の 乱

れ 」　 「授業の 荒 れ」 の 「1 度 もな い 」 群 と

「2 回 以 上 ある」群との 関連 を示 した 。

　表に よれ ば、 「授業の 崩れ」 で は、 「授業

が 始ま っ て も教 科書や ノ ー
トを出 さな い 」

「手紙や交換 日記 を書い て い る」　「内職 をす

る」　「私語が多 く授業が中断 され る」　「消 し

ゴム を小 さく して 投げる」　 「友だちの 発言 を

な じ っ た り笑 っ た りす る 」 項 目が あげられ

る。 次に 「授業の乱れ」 で は、　「崩れ」 の項

目 に 加え 「居 眠 りをする」　「言 っ た こ との あ

げあ しをと る 」　「注 意や 叱 責 に 反抗す る」

「マ ン ガや小説を読んで い る」　「指示 や 質問

を無視する」　「授業を聞い て も何の 意味もな

い と言われ る」 がみ られ、　 「授業の荒れ」 で

は、更 に 「授業 中、理由もな く教室の 外にで

たが る」　 「授業が始ま っ て も教室を勝手 に出

入 りして い る」 「授業中 、 廊下 やグラ ン ドを

うろ うろ して い る」　「紙飛行 機を作 っ て 教室

の 窓か ら飛ばす」 が加わ る。 そ して 1096 以

上 差 の あ る項 目 を拾 い 出すと 、 　「授業の 荒

れ」 では全て の 項 目が上 げられ る 。

　 こ の よ うに 、 授 業の 荒れ を 3 段階に分類す

る と、第 1 段階の 「崩れ」 で は 、 多くの 教師

が経験 してい る よ うに、 「私語 をす る生徒」

が多い 。 それよ り進んで第 2 段階の 「乱れ」

で は、　「教師を無視」 するなど教師に反抗的

な態度が加わる 。 第 3 段階の 「荒れ」では、

それ を超 え て 、 教室 を出でい くこ とや 廊下 や

グラ ン ドで ウ ロ ウ ロ して い た り、後 ろの方に

集ま っ て寝 こ ろん だ りの 状況 に なる 。

表 5 授業中の 生徒の 様子 x 授業の荒れ体 験 （中 学校）

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 （％ ）

授集 の 崩れ 隈桑の 乱れ 攪薬の麓れ

1脳 卿　 2目肚 扇 1直拠 L　 2圃吐あ6 幅もない　 2団鼠劫 る

1．授 乗が始 ま っ て も教科魯や ノ 41．5 ＜＜ 74．445 ．2 （ く 76．955 ．4 くく 　 87．2一
トを出 さな い

Z 思眠 りをする ． 45．1 く　 64．947 ，6 く く 67．654 ．6 く（　71．3
3．手紙 や交換 日記 を書い て い る 31．9 ＜＜ 55．732 、9 くく59．O39 、9 ＜＜ 　 64．9
4．内職 〔他の 教科の 勉強 ） をす 27．8 くく 53．926 ．9 ＜＜5B．23 フ、7 くく 　 67．0
る

5、私語 が 多く、授 集が 中断 され 20．1 くく56．123 ．9 く く 60．932 ．7 ＜＜ ＜ 7踊．3
る

6、消 し ゴ 厶 を小 さく して 投げ る 23．1 くく46．923 、4 （ （ 51．929 ，D くく 　 58．5
7 友 だちの 発 書 をな じ っ た り笑 14．6 ＜＜ 35、916 、3 く く 39、422 ，5 くく　 46．8
っ た りする

暗 っ た こ との あげあしを ζる 10．4 く　 23．O8 、8 く く 28．911 ，1 ＜＜ 　 40．4
9 注慧 や叱責 に反抗 す る 6．1 く　 23．75 、7 （ く 28．29 ，4 （く く 46．8
10．マ ン ガや小脱 を胱ん で い る 13、9 く　 25．18 ．8 く く 30．O13 ，6 くく く 43．6
11．指示 や質問 を無視 す る 4．3 〈　 15．72 ．3 く く 20．O4 ．0 ＜＜ ＜ 351

12，「授 集を聞い て も何の 意 味 も 3．7 （　 19．14 ，0 くく 22．37 ．9 くく 　 32．9
ない 」 と書われ る

13 ア メ．ガ ム を食 べ
て い る 5、5　　 13．149 く　 14．95 ．2 くく　27．丁

14 摂 業中 ．理由 もな く教室 の 外 49 く　 15．75 ．7 く　 16、86 ．1 ＜＜ 　 32．0
に 出たが る

15．霞桑が始 ま っ ても 、教室 を勝 3．蓼 （　 詔6．54 、9 く　 17．94 、7 く（ （ 36．1
手 に 出入 リし て い る

16．授 業中．廊下 やグ ラン ドを う 1．2 ＜　 1｝．53 ．1　　 12．53 ．7 くく　 23．4
ろうろ してい る

17、紙飛行搬 を作っ て教 室の 窓か 2、4　　 10．62 ．7 く く 13．33 、5 く く　 24．4
ら飛ぱす

18．摂粟中．無断 で 保健 室に 行 く 3．0　　　 9、54 ．O　　 IO．23 ．7 く　　田 、2
19．教 室の 後ろの 方の 床 に寝 こ ろ 1．2　　　8．01 、8　　　 9．02 、5 く 　　12．8

ん でい る
ZO．「こ んな 授集 を聞 きた くない

　など大声で 叫ぶ

Q6 　　　 7．104 　 　 8・弓 1．5 く 　　14．9
飢 教 室の 後ろ で 集ま っ て 循 を し 1．8　　　 8．32 ．7　　　 8．61 ．7 く 　　16．1

い る
22、臨下を遜 る先 生に教室 か ら声 1，2　　　 4、70 ．9　　　 6．30 ．7 く　　14、0
をか け る

23．携帯電話 やポケベ ル が 鳴 る 0．6　　　 4、10 ．4　　　5．12 ．O
「
　　　 丁．4

24．授業中．ウォ
ークマ ン などで

　音 楽を聴 い て い る
1．2　　　 5．40 ．9　　　 5．9D ．7 く　 13．8

　 「よ く十 とき ど暫あ る亅割合

．＜ 10 ％ 　＜ ＜ 20SC 　＜ く く 30 ％ の 以 上 量
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　 次に、生徒は 「荒れ 」 をどの よ うに み て い

るの か 、生徒調査の結果か ら探 っ て い く。 表

6 は、　 「授業の 荒れ」 の 教師調査の 3 段 階の

項 目を生徒の 言葉 と感覚で たずねた。即 ち、

「生徒の気持ちが何 とな く授業に向か ない、

っ まらない 」 を教師調査の 「荒れ」 の 第 1 段

階 「授業の 崩れ」 、　「生徒と先生の 気持ちが

通 じ合 えず授業もダラダラ生徒も しらけて い

る 」 は 第 2 段 階 「授業の 乱 れ」 、そ して、

「私語や教 室内を立ち歩 く生徒、先 生に反発

した り勝手 な こ とを して い る生 徒が 多 く授業

がで きない 」 を第 3 段階の 「授業の 荒れ」 と

した。

　表に よれば、 「生徒の 気持ちが 何 とな く授

業に向かない 、 つ ま らない 」 と 「すでに そ う

な っ て い る 」 と答 えた 生 徒 は 15 ． 3 ％ 、

「生徒と先生 の 気持ちが 通 じ合えず授業もダ

ラ ダラ生 徒もし らけて い る」 14 ． 696
、 そ

して、　「私 語や教室内を立 ち歩 く生徒、先生

に反発 した り勝手な こ とを して いる生徒が多

く授業が で きない 」　「授業の荒れ 」 状況は 1

7 ． 796が 「すで に そ うな っ て い る 」 と答え

て い る。
「多分な ると思 う」 と 「荒れ」 を予

想す る割合 7 ． 1 ％ を合わせ る と 2596 に達
』

す る。

　で は、生徒たちが考え る授業が 「荒れた」

とは、どの よ うな状況なの か 。 授業中の生徒

の 態度や行為か らみ て み る。 表 7 は 、 生 徒調

査の 「授業の荒れ」 の 3段 階と授業中の 生徒

の様子 で ある。　「授業が成 り立たない ＝ 授業

の荒れた 」 状況 とは、　「先生の あげあしをと

る」　 「先生の 注意や叱責に反 抗す る」　「先生

の 指示 や質問 を無視する」　 「マ ン ガや小説を

読ん で い る」　「紙飛行 機を飛ぱす」　「ウォ
ー

クマ ン で音楽 を聴い てい る」 と 、 教師に反発

し、教室内で ル
ー

ル を無視 し勝手に 振る舞っ

てい る生徒の 姿がみ られ る 。 こ の様子は 教師

調査の 第 3 段 階 「授業の 荒れ」 の 状況 と垂な

る。

表 6　 「授 業 の荒 れ 」 の よ うす （生徒調査）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
（os）

すでにそうな

りている
1

多分偽 と
思う

もし肘ると
Oると思う

鑛ならない

と思う

115．3　 28．6　 37．6
1　 43・9

14，6　 　 23．1

　　　　　 18，5

33，1　 　 29．2

10．3　 　 64．9

1，生 徒の 気持 ちが 何 とな く授菜に 向か

　ない ．つ まらな い

2．生 徒 と 先生の 気持 ちが 通 じ合 え ず．
　授粟が ダラダラ し生徒 もし らけ て い

　る

3．お し ゃ べ りや 教盜 内を立 ち歩 く生

　徒、先生に反 発 した り勝 手 な こ と を

　 して い る生 徒 が 多 くて 授桑 がで き ない

　　　 37．7

17．7　　 7，1
1　　 24．8
1

表 7 授業中 の 生 徒の 様 子 × 授業 の 荒れ （生 徒隅査 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （％ ）
1

生齣鯲 ち禰 と雉 と鰤 ち櫃 じ踊や鰹   立

全 体 なく艮羣1こ帥 ない 合え赧 財 タ
’
ラ 捗き、粧 への

りまら勧 タ
’
ラしている 反発で撚雌でき

ない

1．注 意 され て も お し ゃ べ りを 59．366 ，368 ．374 ，5
や めな い

2．授業 が始 まっ て も教科書や 58．872 ．377 ．375 ．5
ノ ートを出さない

3，友 だ ちの 発 言 を な じっ た り 50．457 ，860 ．O59 ．8
笑 っ た りす る

4．机の 上 を彫 っ た り落 書 き を 46．661 ，161 ，769 ．9
した りする

5，消 しゴム を小 さ く して 投 げ 43，756 ．255 ．562 ，4
る

6．教 室 内 を立 ち歩 く 42，053 ，656 ．062 ．8

7．先 生 の 言 っ た こ との あ げあ
　 しとる

41．9 顯 55，7  
6．トイ レ や保 健塞 に 行 く 40．550 ．049 ，657 ．4

9，先 生の 注 意 や 叱 責 に 反 抗 す
　 る
10．マ ン ガ や 小脱 を読ん で い る

31．831

．148

．1嚇

鰯

50．048

．9
＠
 

11．先 生 の指 示や 質 問 を無 視

　 す る
12．ア メ や ガム を こ っ そり食
　 ぺ て い る

26，325

，2

蠅

覗

45．739

．O
 
 

13．塾 の勉 強 を して い る 21，630 ．033 ，B35 ．9

14．紙飛行機を飛ば して 遊ぷ 18．8 鄲 30．0  
15，ウォ

ー
ク マ ン で 音楽 を聴い

　 て い る

14．5 鄂 25，5  
16．教室 の 畿 ろの 方で 寝 こ ろん 10．113 ．312 ．818 ．1

だ り座 っ た りし てい る

侵桑中の生捷の糠も　「とてもよく＋わりと＋ときどきしている亅闘合 畏衆の茸れ冨「すでになっていも＋多分な5と畧う亅痢含

最旭 O・働値蜘10％ 耻の差

尚、当 日詳 しい 資料を配布する 。
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